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二
〇
一
三
年
四
月
二
四
日
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
近
郊
で
、
五

つ
の
縫
製
工
場
が
入
居
す
る
商
業
ビ
ル

「
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ
」
が
突
如
崩
壊
し
、

一
一
〇
〇
人
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

同
事
故
に
つ
い
て
は
参
考
文
献
①
が
詳

し
い
が
、
違
法
な
建
て
増
し
や
上
階
に

据
え
付
け
ら
れ
た
発
電
機
が
ビ
ル
崩
壊

の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
大

事
故
を
契
機
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

縫
製
産
業
に
お
け
る
安
全
対
策
の
不
十

分
さ
、
非
人
道
的
な
労
働
条
件
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
今
や
世
界
第
二
位
の
衣

類
輸
出
国
に
成
長
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
お
け
る
労
働
条
件
の
低
さ
は
、

途
上
国
が
産
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、

労
働
条
件
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
生
じ

さ
せ
か
ね
な
い
。
過
去
の
東
ア
ジ
ア
の

経
験
を
み
て
も
、
労
働
の
抑
圧
や
労
働

市
場
へ
の
非
介
入
を
通
じ
て
労
働
コ
ス

ト
の
上
昇
を
抑
え
た
こ
と
が
、
労
働
集

約
的
製
品
の
輸
出
指
向
工
業
化
に
寄
与

し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

②
）。
労
働
条
件
の
向
上
は
生
産
コ
ス

ト
を
押
し
上
げ
、
途
上
国
の
経
済
発
展

の
足
か
せ
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
近
年
急
速
に
衣
類
輸
出
を
伸
ば
し

て
き
た
低
所
得
国
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
が
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
輸
出
向

け
縫
製
産
業
で
は
、
二
〇
〇
一
年
以

降
、
国
際
労
働
機
関
（International 

Labour O
rganization

：
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）

に
よ
っ
て
労
働
条
件
の
査
察
が
行

わ
れ
て
い
る
。Better Factories 

Cam
bodia

（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
と
呼
ば
れ
る

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
抜
き
打
ち
検

査
を
通
じ
、
広
範
な
分
野
（
中
核
的
労

働
基
準
（
強
制
労
働
や
児
童
労
働
・
差

別
の
禁
止
、
結
社
の
自
由
お
よ
び
団
体

交
渉
権
）、
労
働
契
約
、
賃
金
、
労
働

時
間
、
休
暇
、
福
利
厚
生
、
労
使
関
係
、

安
全
・
衛
生
）
に
つ
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
労
働
法
や
国
際
労
働
基
準
を
順
守

し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
工
場
の

労
働
条
件
は
着
実
に
改
善
し
て
き
た
。

新
規
設
立
工
場
が
近
年
急
速
に
増
え
た

こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
一
年
以
降
、
産

業
全
体
の
順
守
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
二
〇
一
三
年
に
お
い
て
も
全

て
の
分
野
で
八
割
以
上
の
順
守
率
を
達

成
し
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。

労
働
条
件
の
向
上
と
同
時
に
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
の
輸
出
や
雇

用
、
工
場
数
は
一
貫
し
て
増
加
し
て
い

る
。
二
〇
〇
一
年
の
時
点
で
は
輸
出
が

一
二
億
ド
ル
、
雇
用
者
数
が
一
八
万
七

〇
〇
〇
人
、
工
場
数
が
一
八
五
で
あ
っ

た
の
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ

五
〇
億
ド
ル
、
三
九
万
四
〇
〇
〇
人
、

四
一
二
工
場
に
ま
で
拡
大
し
た
（
参
考

文
献
②
、
Ｂ
Ｆ
Ｃ
お
よ
びGarm

ent 
M

anufacturers A
ssociation in 

Cam
bodia

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
縫
製

産
業
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
約
一
割
、
総
雇
用
の
四
％
（
製
造
業

雇
用
の
約
五
割
）、
総
輸
出
の
六
〜
八

割
を
占
め
る
重
要
産
業
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
持
続
的
な
経
済
成
長
に
貢
献
し
て

き
た
（
参
考
文
献
②
）。
果
た
し
て
、

労
働
条
件
の
向
上
と
産
業
の
成
長
を
両

立
さ
せ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
モ
デ
ル
は
、

他
の
低
ス
キ
ル
・
低
所
得
の
後
発
開
発

途
上
国
に
適
用
可
能
な
の
で
あ
ろ
う

か
。本

稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
経

済
学
の
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
る
。
ま

ず
、
理
論
モ
デ
ル
の
帰
結
を
述
べ
、
次

に
実
証
研
究
結
果
を
紹
介
す
る
。
総
括

の
の
ち
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
成
功
モ
デ
ル

が
そ
の
他
の
途
上
国
に
も
適
用
可
能
な

の
か
、
考
え
た
い
。

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
労
働
条
件

は
主
に
、
賃
金
（
最
低
賃
金
規
制
、
市

場
賃
金
よ
り
高
い
賃
金
を
支
払
う
高
賃

金
）、
福
利
厚
生
（
年
金
、
健
康
保
険
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ

Ｂ
）関
連
制
度
）、長
時
間
労
働
の
制
限
、

職
場
の
安
全
・
衛
生
（occupational 

safety and health

：
Ｏ
Ｓ
Ｈ
）
で
あ

り
、
解
雇
規
制
な
ど
そ
の
他
の
労
働
条

件
の
効
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

分析リポート

明
日
山 

陽
子

労
働
条
件
と
経
済
発
展

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
モ
デ
ル
の
適
用
可
能
性
を
探
る
―
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す
る
。

●
理
論
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

⑴
労
働
条
件
向
上
の
費
用
と
便
益

企
業
は
、
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
が
そ
の
費
用
を

上
回
れ
ば
、
自
発
的
に
労
働
条
件
を
向

上
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
、
労
働

条
件
の
向
上
の
費
用
と
便
益
に
つ
い
て

整
理
し
て
お
こ
う
。

労
働
条
件
の
向
上
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
追
加
的
な
費
用
が
必
要
と
な

る
。
雇
用
量
を
変
え
ず
に
賃
金
を
上
げ

れ
ば
、
賃
金
増
加
分
×
雇
用
量
だ
け
企

業
の
費
用
は
増
加
す
る
し
、
事
故
や
疾

病
防
止
の
た
め
に
安
全
装
置
を
導
入
す

れ
ば
そ
の
購
入
費
用
が
企
業
の
追
加
コ

ス
ト
と
な
る
。
ま
た
、
出
産
・
育
児
関

連
休
暇
の
充
実
に
よ
っ
て
休
暇
を
取
得

す
る
女
性
が
増
え
る
と
、
代
替
人
材
の

確
保
が
困
難
に
な
り
、
未
熟
練
人
材
に

よ
る
代
替
で
は
生
産
性
が
一
時
的
に
下

が
る
可
能
性
も
あ
る
（
表
１
）。

一
方
、
労
働
条
件
の
向
上
は
様
々
な

便
益
を
企
業
に
も
た
ら
し
う
る
（
表

１
）。
例
え
ば
、
出
産
・
育
児
関
連
休

暇
の
充
実
は
、
こ
れ
ま
で
は
辞
め
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
優
秀
な
女
性
の
離
職
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
向
上
に
寄

与
す
る
。
安
全
装
置
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
事
故
に
よ
る
生
産
停
止
や
代
替
要

員
の
確
保
、
労
働
者
へ
の
補
償
、
消
費

者
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
と
そ
の
結
果
と
し

て
の
売
り
上
げ
減
少
と
い
っ
た
、
巨
額

の
コ
ス
ト
発
生
リ
ス
ク
が
低
く
抑
え
ら

れ
る
。
長
時
間
労
働
の
制
限
は
、
労
働

者
の
疲
労
を
軽
減
し
、
労
働
生
産
性
を

押
し
上
げ
る
。

そ
の
他
、
労
働
条
件
の
内
容
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
般
的
に
労
働
条
件
向
上
が

も
た
ら
し
う
る
便
益
と
し
て 

⑴
価
格

上
昇
や
製
品
需
要
の
拡
大
、
⑵
効
率
賃

金
的
便
益
、
⑶
シ
ョ
ッ
ク
効
果
に
よ
る

生
産
性
向
上
、
の
三
つ
を
あ
げ
て
お
き

た
い
。
ま
ず
、
労
働
条
件
の
向
上
は
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
な
ど
を
通
じ

て
、
製
品
価
格
の
上
昇
や
製
品
需
要
の

拡
大
を
も
た
ら
し
う
る
。
次
に
、
労
働

条
件
が
向
上
す
る
と
、
労
働
者
が
失
職

に
よ
っ
て
失
う
利
益
が
増
加
す
る
た
め

に
、
労
働
者
の
離
職
率
が
低
下
し
、
ま

た
、
解
雇
を
恐
れ
た
労
働
者
が
よ
り
真

面
目
に
働
く
よ
う
に
な
り
、
生
産
性

が
向
上
す
る
。
優
秀
な
労
働
者
を
採

用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
効
率
賃
金
（Effi  ciency 

W
age

）仮
説
に
基
づ
い
た
考
え
方（
参

考
文
献
④
）
で
あ
る
。
最
後
に
、
企
業

が
純
粋
な
利
潤
最
大
化
企
業
で
な
い
場

合
に
生
じ
う
る
シ
ョ
ッ
ク
効
果
に
よ
る

便
益
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本

節
の
最
後
⑵
②
ケ
ー
ス
三
で
述
べ
る
。

⑵
労
働
条
件
の
向
上
が
企
業
・
労
働
者

に
与
え
る
影
響

次
に
、
労
働
条
件
の
向
上
が
企
業
や

労
働
者
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
経

済
学
の
理
論
モ
デ
ル
が
予
測
す
る
結
果

を
整
理
す
る
。
影
響
の
対
象
と
し
て
は

主
に
、
企
業
は
利
潤
・
生
産
性
、
労
働

者
は
賃
金
や
そ
の
他
労
働
条
件
か
ら
得

る
効
用
（
満
足
度
）、
雇
用
量
を
と
り

あ
げ
る
。な
お
、本
節
の
整
理
に
あ
た
っ

て
は
、
主
に
、
最
低
賃
金
規
制
の
効
果

に
関
す
る
参
考
文
献
⑤
、
⑥
、
⑦
お
よ

（注）効率賃金的便益、ショック効果については文中の説明を参照。WLB（ワーク・ライフ・バランス）とは出産・育児関連の休暇・手当・設備（企業内託児所など）、
各種休暇、フレックス・タイム制度など労働者の仕事と家庭の両立を支援する諸制度。長時間労働は、どれくらいの時間を表すのか、法定労働時間また
は残業時間についてか、日・週・月・年単位の労働時間なのかなどで異なる。表に挙げた費用・便益は、必ずしも実際に実現するとは限らない。また、
全ての費用・便益を網羅するものではない。例えば、文中で挙げたように、表に挙げた便益の他に、労働条件向上による企業イメージ向上、その結果に
よる製品価格の上昇や需要拡大が考えられる。

（出所）先行研究などより筆者作成。

費用 便益

高賃金 ・賃金費用 ・効率賃金的便益およびショック効果

福利厚生
（年金、健康保
険、WLB、食堂
や食事手当て
など）

・企業負担分の直接的金銭費用
・出産・育児関連休暇などに伴う代替要員の確保。
未熟練人材による代替では生産性低下の可能性

・管理・運用担当者の配置など運用費用
・健康保険：健康状態の悪い労働者の採用増、通
院目的での休暇取得増の可能性

・出産・育児関連休暇：女性の採用を減らすなど
差別的採用が行われると生産性低下の可能性

・効率賃金的便益およびショック効果
・確定給付型企業年金や健康保険、WLB では長
期雇用や訓練への投資促進効果ありうる

・健康保険、食堂・食事手当：労働者の健康増進
で生産性向上

・出産・育児関連休暇：女性の活用拡大による生
産性上昇

長時間労働の
制限

・企業が労働時間の削減に対し何の対応もしなけ
れば、労働者の生産性が上昇しない限り、生産
量は減少

・固定給である、労働組合が賃金減少を阻止する
などの場合、時間当たり労働コストは上昇

・生産量維持のために労働者を雇えば、採用や訓
練、福利厚生、人員配置に係る費用増

・法定労働時間の減少の場合、生産量維持のため
に残業を増やすと、割増賃金支払い費用発生

・短かすぎる労働時間は効率性を阻害する可能性

・効率賃金的便益およびショック効果
・企業が何の対応もしなければ、かつ時間給支払
いであれば、賃金費用や工場の操業費用（電気
コストなど）が減少

・労働者の疲労減少で生産性向上、事故や欠陥製
品の減少、病欠の減少

安全・衛生
（OSH）

・環境整備にかかる投資費用（空調、安全装置、
危険物質の除去、健康増進プログラム、避難訓
練など）

・効率賃金的便益およびショック効果
・事故による生産停止、代替要員の確保、労働者
への補償、消費者イメージの低下による売上減
少などを回避

・労働者の病欠減少、快適な環境における労働者
の生産性向上

表 1　労働条件の向上が企業にもたらしうる費用・便益の例
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び
Ｏ
Ｓ
Ｈ
の
効
果
に
関
す
る
参
考
文
献

⑧
を
参
考
に
し
た
。

①
企
業
・
労
働
者
に
負
の
影
響
：
完
全
情

報
・
完
全
競
争
労
働
市
場
の
ケ
ー
ス

ま
ず
、
経
済
学
の
最
も
標
準
的
か
つ

単
純
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
企
業
も
労
働

者
も
労
働
条
件
の
向
上
が
も
た
ら
す
費

用
・
便
益
を
完
全
に
知
っ
て
お
り
（「
完

全
情
報
」）、企
業
は
利
潤
を
最
大
化
し
、

労
働
者
は
賃
金
や
そ
の
他
労
働
条
件
か

ら
得
る
効
用
を
最
大
化
し
て
い
る
ケ
ー

ス
を
考
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
労
働
市
場

は
完
全
競
争
労
働
市
場
で
あ
る
と
仮
定

す
る
。
つ
ま
り
、
労
働
者
は
非
常
に
流

動
的
で
、
あ
る
仕
事
を
辞
め
て
も
、
費

用
な
し
で
次
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で

き
、
様
々
な
労
働
条
件
の
仕
事
を
自
由

に
選
択
可
能
だ
と
す
る
。
一
方
、
企
業

は
雇
用
量
の
み
を
決
定
し
、
市
場
均
衡

賃
金
を
支
払
え
ば
必
要
な
労
働
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
、

完
全
情
報
・
労
働
市
場
に
摩
擦
の
な
い

ケ
ー
ス
で
は
、
均
衡
に
お
い
て
、
企
業

の
利
潤
最
大
化
、
労
働
者
の
効
用
最
大

化
が
市
場
の
「
見
え
ざ
る
手
」
に
よ
っ

て
自
動
的
に
達
成
さ
れ
る
。こ
の
た
め
、

そ
の
状
況
で
、
企
業
が
費
用
を
か
け
て

労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
必

然
的
に
利
潤
の
低
下
を
と
も
な
い
、
労

働
者
の
効
用
も
低
下
す
る
こ
と
に
な

る
。

労
働
条
件
の
向
上
に
か
か
る
費
用
は

各
企
業
の
技
術
水
準
や
産
業
・
職
種
の

特
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
企
業
に

よ
っ
て
異
な
る
。
労
働
条
件
向
上
に
か

か
る
追
加
的
便
益
（
限
界
収
入
）
が
追

加
的
費
用
（
限
界
費
用
）
を
上
回
る
限

り
利
潤
が
増
加
す
る
た
め
、
企
業
は
、

限
界
収
入
＝
限
界
費
用
と
等
し
く
な
る

水
準
ま
で
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
、
こ

の
水
準
が
均
衡
で
提
供
さ
れ
る
労
働
条

件
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
均
衡
に

お
い
て
企
業
は
、
労
働
者
を
一
人
増
や

し
た
と
き
の
限
界
収
入
が
そ
の
限
界
費

用
（
賃
金
や
労
働
者
に
か
け
る
そ
の
他

労
働
条
件
の
コ
ス
ト
）
と
等
し
く
な
る

水
準
の
人
数
だ
け
労
働
者
を
雇
用
す

る
。
こ
の
た
め
、
均
衡
水
準
以
上
に
労

働
条
件
を
向
上
さ
せ
る
と
、
限
界
費
用

が
限
界
収
入
を
上
回
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
結
果
、
雇
用
の
減
少
や
製
品
価
格
の

上
昇
、
需
要
減
退
に
よ
る
生
産
量
の
低

下
、
企
業
利
潤
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
負
の
影
響
が
ど

れ
ほ
ど
の
規
模
に
な
る
の
か
は
、
様
々

な
条
件
に
依
存
し
て
い
る
。
ま
ず
、
労

働
者
が
賃
金
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
労

働
条
件
か
ら
も
効
用
を
得
て
い
る
と
す

る
と
、
企
業
は
、
あ
る
労
働
条
件
Ａ
を

向
上
さ
せ
た
場
合
に
、
そ
の
分
、
他
の

労
働
条
件
を
切
り
下
げ
る
こ
と
で
、
Ａ

向
上
に
よ
る
コ
ス
ト
増
の
一
部
を
相
殺

で
き
る
こ
と
に
な
る

⑴
。
こ
の
相
殺
の

度
合
い
が
大
き
い
ほ
ど
、
利
潤
や
雇
用

の
減
少
幅
は
小
さ
く
な
る
。
ま
た
、
企

業
が
労
働
者
を
機
械
な
ど
で
容
易
に
代

替
で
き
る
ほ
ど
、
雇
用
の
減
少
幅
は
大

き
く
な
る
が
、
利
潤
の
減
少
幅
は
小
さ

く
な
る
。
ま
た
、
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇

し
て
も
労
働
需
要
が
そ
れ
ほ
ど
変
化
し

な
い
場
合
、
製
品
価
格
が
上
昇
し
て
も

製
品
需
要
が
あ
ま
り
変
化
し
な
い
場
合

に
は
、雇
用
の
減
少
幅
は
小
さ
く
な
る
。

最
後
に
、
製
品
市
場
が
完
全
競
争
で
あ

る
場
合
、
各
企
業
の
長
期
利
潤
は
常
に

ゼ
ロ
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
労
働
条
件

向
上
に
よ
っ
て
短
期
利
潤
が
減
少
す
る

と
、
企
業
退
出
が
増
え
、
長
期
的
に
は

利
潤
が
再
び
ゼ
ロ
に
戻
る
。

②
企
業
・
労
働
者
に
正
の
影
響
が
あ
り

う
る
ケ
ー
ス

⑴
の
完
全
情
報
・
完
全
競
争
労
働
市

場
で
は
、
労
働
条
件
の
向
上
は
企
業
や

労
働
者
に
と
っ
て
負
の
影
響
し
か
も
た

ら
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、完
全
情
報
・

完
全
競
争
労
働
市
場
の
仮
定
が
完
全
に

成
り
立
つ
世
界
は
現
実
に
は
存
在
し
な

い
。
こ
れ
ら
の
仮
定
を
緩
め
れ
ば
、
労

働
条
件
の
向
上
が
企
業
・
労
働
者
に

と
っ
て
正
の
影
響
を
も
た
ら
す
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
。

ケ
ー
ス
一
：
完
全
情
報
・
不
完
全
競
争

労
働
市
場

ま
ず
、
完
全
情
報
の
仮
定
は
そ
の
ま

ま
に
し
な
が
ら
、
企
業
が
雇
用
だ
け
で

な
く
賃
金
に
も
決
定
力
を
持
つ
不
完

全
競
争
労
働
市
場
の
ケ
ー
ス
を
考
え

る
。
具
体
的
に
は
、
ｉ
） 

労
働
市
場
に

存
在
す
る
企
業
の
数
が
少
な
い
、
労

働
者
の
移
動
・
転
職
コ
ス
ト
が
大
き

い
場
合
に
成
立
す
る
買
い
手
独
占
的

（M
onopsonic

）
労
働
市
場
、
ii
） 

労

働
者
の
努
力
水
準
向
上
や
離
職
の
減

少
、
質
の
高
い
労
働
者
の
採
用
な
ど
を

目
的
と
し
て
市
場
均
衡
賃
金
よ
り
高
い

賃
金
（
や
そ
の
他
労
働
条
件
）
を
提
供

す
る
効
率
賃
金
が
存
在
す
る
労
働
市
場

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
、
参
考

文
献
⑨ 

（
一
四
〇
〜
一
四
二
ペ
ー
ジ
）、

⑦
に
譲
る
が
、
不
完
全
競
争
労
働
市
場

で
は
、
あ
る
一
定
の
範
囲
内
で
の
労
働

条
件
の
向
上
は
、
雇
用
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
企
業

の
利
潤
は
原
則
、
減
少
す
る
（
完
全
競

争
製
品
市
場
で
は
、
企
業
数
の
調
整
を

経
て
長
期
利
潤
は
ゼ
ロ
に
収
束
す
る
）。

ま
た
、
企
業
が
あ
る
労
働
条
件
を
向
上

さ
せ
た
場
合
に
、
労
働
組
合
な
ど
の
抵

抗
に
よ
り
、
他
の
労
働
条
件
を
切
り
下

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
仮
定
す
る

と
、
労
働
条
件
の
向
上
で
労
働
者
の
効

用
は
増
加
す
る
。

ケ
ー
ス
二
：
不
完
全
情
報
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次
に
、
労
働
者
や
企
業
が
労
働
条
件

の
効
果
を
正
確
に
認
識
し
て
い
な
い

「
不
完
全
情
報
」
の
ケ
ー
ス
を
考
え
る
。

ま
ず
、
労
働
者
が
そ
の
他
労
働
条
件
Ａ

（
例
え
ば
危
険
物
質
に
さ
ら
さ
れ
る
機

会
の
多
さ
）
の
負
の
影
響
を
過
小
評
価

し
て
い
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
Ａ

の
向
上
で
、
大
事
故
や
重
い
疾
患
を
発

病
す
る
リ
ス
ク
が
か
な
り
低
減
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
効
用
は
上
昇
す
る
。

次
に
、
企
業
が
労
働
条
件
の
限
界
収

入
を
過
小
評
価
し
て
い
た
と
し
よ
う
。

例
え
ば
、
高
い
賃
金
が
労
働
者
の
生
産

性
を
上
げ
る
効
果
を
持
つ
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
、
安
全
装
置
の
導
入
に
よ
っ

て
、
事
故
に
よ
る
生
産
停
止
や
労
働
者

の
交
替
が
減
り
生
産
性
が
向
上
す
る

が
、
そ
の
効
果
を
過
小
評
価
し
て
い
た

と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

企
業
の
限
界
費
用
が
真
の
限
界
収
入
と

等
し
く
な
る
点
ま
で
の
労
働
条
件
の
上

昇
は
、
生
産
性
上
昇
や
利
潤
上
昇
を
も

た
ら
す
。
長
期
利
潤
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
と
同
様
、
企
業
数
に
よ

る
調
整
を
経
て
、
完
全
競
争
製
品
市
場

で
は
ゼ
ロ
に
収
束
す
る
。
一
方
、
雇
用

の
増
減
は
、
企
業
が
想
定
す
る
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
異
な
る
結
果
が
予
想
さ
れ

る
。

ケ
ー
ス
三
：
純
粋
な
利
潤
最
大
化
企
業

で
な
い
企
業

最
後
に
、
も
と
も
と
、
企
業
が
純
粋

な
利
潤
最
大
化
企
業
で
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
を
考
え
る
。
標
準
的
な
経
済
学
の
モ

デ
ル
で
は
、
企
業
は
全
て
の
生
産
要
素

を
最
大
限
効
率
的
に
活
用
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
効

率
的
に
活
用
す
る
方
法
を
知
ら
な
か
っ

た
な
ど
の
理
由
で
利
潤
最
大
化
の
余
地

を
残
し
て
操
業
し
て
い
た
と
す
る
（
参

考
文
献
⑤
：
三
二
三
〜
三
二
四
ペ
ー

ジ
）。
最
低
賃
金
や
最
低
労
働
条
件
の

導
入
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
に
直
面
し
た
企

業
は
、
そ
れ
を
契
機
に
、
労
働
に
限
ら

ず
全
て
の
生
産
要
素
に
つ
い
て
よ
り
効

率
的
な
生
産
手
法
を
模
索
し
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
う
る

（「
シ
ョ
ッ
ク
効
果
」）。
こ
の
生
産
性
向

上
効
果
が
十
分
大
き
け
れ
ば
、
企
業
の

利
潤
、雇
用
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
実
証
研
究
結
果

理
論
モ
デ
ル
の
仮
定
に
よ
っ
て
、
労

働
条
件
の
向
上
が
も
た
ら
す
影
響
は
企

業
・
労
働
者
に
と
っ
て
正
に
も
負
に
も

な
り
う
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で

本
節
で
は
、
計
量
分
析
に
よ
る
実
証
研

究
結
果
を
確
認
す
る
。

⑴
労
働
条
件
向
上
が
企
業
・
労
働
者
に

与
え
る
影
響

紙
面
の
制
約
の
た
め
、
本
節
で
は

個
々
の
論
文
は
紹
介
せ
ず
、
筆
者
が

個
々
の
論
文
や
サ
ー
ベ
イ
論
文
を
も
と

に
ま
と
め
た
結
果
（
表
２
）
を
紹
介
し

た
い
。
労
働
条
件
の
向
上
が
最
終
的
に

企
業
の
利
潤
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
か
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
知
る
限

り
、
最
低
賃
金
、
高
賃
金
、
年
金
に
つ

い
て
の
み
、
わ
ず
か
な
が
ら
実
証
研
究

が
あ
る
。
結
果
は
ま
ち
ま
ち
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
利
潤
低
下
効
果

は
観
察
さ
れ
な
い
と
総
括
で
き
よ
う
。

生
産
性
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
労
働
条

件
で
正
の
影
響
が
あ
り
う
る
。
最
低
賃

金
、
高
賃
金
、
年
金
、
健
康
保
険
、
Ｗ

Ｌ
Ｂ
制
度
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
に
負

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ

の
他
、
各
労
働
条
件
の
向
上
が
企
業
退

出
や
離
職
、
欠
勤
な
ど
を
抑
制
す
る
、

ま
た
は
特
に
何
の
効
果
も
な
い
こ
と
を

見
出
し
た
研
究
も
多
い
。
あ
る
労
働
条

件
の
向
上
は
別
の
労
働
条
件
の
低
下
に

よ
り
相
殺
さ
れ
る
と
の
補
償
賃
金
仮
説

（
注
１
参
照
）
は
、
実
証
研
究
に
よ
っ

て
も
あ
る
程
度
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
「
相
殺
が
観
察
さ
れ
な
い
」、

「
他
の
労
働
条
件
も
向
上
す
る
」
と
の

実
証
結
果
も
存
在
す
る
。
労
働
条
件
の

向
上
は
雇
用
に
多
少
負
の
影
響
を
も
た

ら
す
こ
と
も
あ
る
が
、
全
般
的
に
影
響

が
な
い
と
す
る
研
究
が
多
い
。
最
低
賃

金
上
昇
が
雇
用
増
に
つ
な
が
る
、
出

産
・
育
児
関
連
休
暇
が
制
度
の
対
象
と

な
る
女
性
の
雇
用
を
増
や
す
と
の
結
果

も
あ
る
。
以
上
を
総
括
す
る
と
、
労
働

条
件
の
向
上
は
企
業
活
動
に
そ
れ
ほ
ど

負
の
影
響
を
も
た
ら
さ
ず
、
反
対
に
し

ば
し
ば
企
業
の
生
産
性
上
昇
を
も
た
ら

す
。
労
働
者
は
、
他
の
労
働
条
件
の
低

下
に
よ
り
便
益
が
部
分
的
に
相
殺
さ
れ

る
が
、
雇
用
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響

は
出
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
は
留
意

が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
低
賃
金
が

雇
用
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
研
究

を
除
き
、
実
証
研
究
の
数
自
体
が
少
な

い
。
し
か
も
、
先
進
国
の
研
究
が
中
心

で
、
途
上
国
を
対
象
と
し
た
研
究
は
更

に
少
な
い
。
ま
た
、
単
純
に
相
関
関
係

を
見
出
し
た
研
究
も
多
く
、
き
ち
ん
と

因
果
関
係
を
特
定
し
た
研
究
は
限
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
相
関
関
係
の
特
定
だ
け

で
は
、
労
働
条
件
が
良
い
か
ら
利
潤
や

生
産
性
が
高
く
な
る
の
で
は
な
く
、
利

潤
や
生
産
性
が
高
い
企
業
だ
か
ら
良
い

労
働
条
件
を
提
供
で
き
る
可
能
性
を
排

除
で
き
な
い
。
ま
た
、
回
帰
分
析
に
お

い
て
、
労
働
条
件
と
相
関
の
あ
る
変
数

が
説
明
変
数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
場

合
、
労
働
条
件
の
効
果
を
正
し
く
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
Ｗ

Ｌ
Ｂ
制
度
が
企
業
の
生
産
性
に
与
え
る

影
響
を
分
析
し
た
参
考
文
献
⑩
は
、
企

業
の
経
営
の
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
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と
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
制
度
が
生
産
性
に
与
え
て

い
た
正
の
影
響
は
有
意
で
な
く
な
る
こ

と
を
見
出
し
て
い
る
。

⑵
労
働
条
件
向
上
が
国
の
経
済
発
展
に

与
え
る
影
響

労
働
条
件
の
向
上
は
、
企
業
や
労
働

者
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
な

い
と
す
る
と
、
最
終
的
に
一
国
の
経
済

発
展
に
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与

え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
証
研
究
を
レ

ビ
ュ
ー
し
た
参
考
文
献
②
に
よ
る
と
、

「
高
水
準
の
労
働
基
準
は
、
①
労
働
コ

ス
ト
を
そ
れ
ほ
ど
押
し
上
げ
な
い
、
②

衣
類
な
ど
労
働
集
約
的
製
品
輸
出
の
比

較
優
位
を
減
じ
る
傾
向
に
あ
る
（
た
だ

し
全
て
の
研
究
が
そ
の
よ
う
な
結
論
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
）、
③
輸
出
全
体

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り

し
た
傾
向
は
な
い
、
④
外
国
直
接
投
資

（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
の
流
入
や
経
済
成
長
に
つ

い
て
は
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
」
と
い

う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
④
の
結
果

は
頑
健
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
条
件

の
向
上
は
一
国
の
経
済
発
展
に
ほ
と
ん

ど
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
な
く
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ

や
経
済
成
長
に
は
プ
ラ
ス
の
影
響
を
持

ち
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
る
労
働

基
準
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
規
定
す
る
中
核
的

労
働
基
準
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
モ
デ
ル
は
普
遍

性
を
も
つ
か

理
論
的
に
は
、
労
働
条
件
の
向
上
が

も
た
ら
す
影
響
は
企
業
・
労
働
者
に

と
っ
て
正
に
も
負
に
も
な
り
う
る
。
こ

れ
ま
で
の
実
証
研
究
結
果
か
ら
は
、
労

働
条
件
の
向
上
は
、
企
業
や
労
働
者
、

一
国
の
経
済
発
展
に
そ
れ
ほ
ど
負
の
影

響
を
与
え
な
い
こ
と
、
企
業
の
生
産
性

や
Ｆ
Ｄ
Ｉ
誘
致
、
経
済
成
長
に
至
っ
て

は
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。現
時
点
で
は
、

労
働
条
件
の
向
上
が
途
上
国
の
経
済
発

展
に
プ
ラ
ス
と
な
り
う
る
可
能
性
は
大

い
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

再
び
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
の

利潤 生産性 その他利潤・
生産性関連指標

当該労働条件以
外の労働条件 雇用

賃
金

最低賃金 負／影響なし 正／影響なし

影響なし（企業
退出）
負／影響なし
（訓練）

少し負／影響な
し

少し負／影響な
しが多いが、正
の結果もある

高賃金

正の相関がある
が、高利潤→高
賃金という逆の
因果関係（レン
ト・シェア仮説）
を支持する研究
が多い

正 負（離職率） （他の労働条件
の結果を参照）

正（ただし、高
失業率→低賃金
という逆の因果
関係の可能性あ
り）

福
利
厚
生

年金 正／負／影響な
し 正／影響なし

負（離職率）
正（訓練、企業
存続率）

賃金に負／影響
なし／正 研究なし

健康保険 研究なし 正
負／影響なし
（離職率）
正（企業存続率）

賃金に負の結果
が多いが、正の
結果もある。
一人当たり労働
時間に正の影響。

影響なしが多い
が、負の結果も
ある

ワーク・
ライフ・
バランス
（WLB）
制度

研究なし 正／影響なし

負／影響なし
（離職率、欠勤）
正／影響なし
（採用）

賃金に負／正／
影響なし

出産・育児関連
休暇では対象女
性の雇用、労働
参加率、復職率
に正の影響。有
給・無給、休暇
の長さにより効
果異なるとの研
究も。

長時間労働の
制限 研究なし 正／負／影響な

し
正（労働者の健
康状態）

賃金に正の結果
が多いが、負の
結果もある

影響なしが多い
が、負の結果も
ある

安全・衛生
（OSH） 研究なし 正／負／影響な

し

労働者の健康状
態は欠勤・職務
怠慢を減らす。
健康増進プログ
ラムは欠勤を減
らす、その便益
は費用を上回
る。

賃金に負の結果
が多い

影響なしの研究
が１件あり

表 2　労働条件向上が企業・労働者に与える影響：既存実証（計量分析）研究のまとめ

（注）／は「または」を意味する。正・負などの影響は因果関係には限らず相関関係も含む。ただし原則、回帰分析により他の様々な要因はできる限りコントロー
ルされている。長時間労働は、どれくらいの時間を表すのか、法定労働時間または残業時間についてか、日・週・月・年単位の労働時間なのかなど研究
によって異なる。「研究なし」はあくまで筆者の調べた限りにおいてであり、漏れがある可能性がある。

（出所）各先行研究やサーベイ論文より筆者作成。
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事
例
に
戻
ろ
う
。
果
た
し
て
、
労
働
条

件
の
改
善
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業

の
成
長
に
貢
献
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
Ｂ

Ｆ
Ｃ
が
収
集
し
て
い
る
各
縫
製
工
場
の

労
働
条
件
順
守
状
況
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
た
参
考
文
献
⑪
は
、
賃
金
や
福
利
厚

生
、
人
材
管
理
政
策
の
面
で
の
労
働
条

件
の
改
善
が
縫
製
工
場
の
退
出
確
率
を

低
め
る
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
労
働
条
件

の
改
善
は
工
場
の
退
出
確
率
と
は
有
意

な
関
係
が
な
い
こ
と
を
見
出
し
た
。
彼

ら
は
、
有
意
な
影
響
の
あ
っ
た
労
働
条

件
の
改
善
が
効
率
賃
金
と
し
て
機
能

し
、
労
働
者
の
生
産
性
が
向
上
し
た
結

果
、
利
潤
が
増
加
し
た
の
で
は
な
い
か

と
主
張
し
て
い
る
。
同
じ
デ
ー
タ
を
用

い
た
参
考
文
献
⑫
は
、
①
労
働
時
間
や

休
暇
の
基
準
を
順
守
し
て
い
る
企
業
ほ

ど
バ
イ
ヤ
ー
の
数
が
多
い
、
②
Ｏ
Ｓ
Ｈ

や
福
利
厚
生
の
基
準
違
反
が
少
な
い
企

業
や
中
核
的
労
働
基
準
の
違
反
が
な
い

企
業
ほ
ど
バ
イ
ヤ
ー
と
よ
り
長
期
的
な

関
係
を
維
持
で
き
て
い
る
（
そ
の
他
の

労
働
基
準
に
つ
い
て
は
①
、
②
と
も
有

意
な
関
係
は
な
い
）、
と
い
う
関
係
を

見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
研
究

は
、
労
働
条
件
の
向
上
が
企
業
活
動
を

阻
害
せ
ず
、
反
対
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫

製
企
業
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
ま

た
、
労
働
条
件
の
改
善
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
縫
製
企
業
の
利
潤
や
生
産
性
、
雇

用
に
与
え
た
影
響
を
直
接
推
定
し
た
実

証
研
究
は
ま
だ
存
在
し
な
い
が
、
二
〇

〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
企
業
の
平
均
的
な
利

潤
率
、
生
産
性
、
雇
用
者
数
が
増
加
し

た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る 

（
参

考
文
献
⑬
）。

こ
の
よ
う
な
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
企
業
・

労
働
者
・
政
府
に
と
っ
て
のw
in-w

in-
w
in

モ
デ
ル
は
他
の
途
上
国
で
も
実
現

可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
実

証
研
究
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
研
究
結

果
か
ら
判
断
し
て
、
筆
者
は
「
実
現
可

能
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
実

証
結
果
の
な
か
に
は
、
企
業
や
労
働
者

に
負
の
影
響
を
見
出
す
も
の
が
あ
る
こ

と
、
途
上
国
を
対
象
と
し
た
研
究
や
因

果
関
係
の
特
定
に
成
功
し
た
研
究
が
少

な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
労

働
者
や
経
営
者
の
ス
キ
ル
が
不
十
分
で

あ
る
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
が

大
き
い
、
資
本
市
場
が
未
発
達
で
あ
る

と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
途
上
国
で
は
、

労
働
条
件
向
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
先
進

国
と
は
異
な
る
も
の
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
途
上
国
が
実
際

に
、
労
働
条
件
向
上
の
た
め
の
政
策
を

実
行
す
る
際
に
は
、
労
働
条
件
向
上
が

も
た
ら
し
う
る
負
の
影
響
を
で
き
る
限

り
相
殺
す
る
工
夫
を
講
じ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
で
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

経
験
は
参
考
に
な
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
で
は
、
労

働
条
件
向
上
に
よ
る
企
業
の
コ
ス
ト
上

昇
シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ
る
よ
う
な
様
々

な
要
因
が
存
在
し
て
い
た
。
詳
細
は
参

考
文
献
②
に
譲
る
が
、
第
一
に
、
国
際

貿
易
・
投
資
環
境
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
産

衣
類
の
競
争
力
を
高
め
る
方
向
に
常
に

働
い
て
い
た
。
こ
れ
は
大
部
分「
幸
運
」

で
は
あ
る
が
、
政
府
や
業
界
団
体
が
ロ

ビ
ー
活
動
を
行
う
な
ど
、
こ
の
よ
う
な

「
幸
運
」
を
呼
び
よ
せ
る
努
力
を
怠
っ

て
い
な
い
。
第
二
に
、
信
頼
性
・
透
明

性
の
高
い
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
よ
る
査
察
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
自
社
独
自
の

査
察
を
や
め
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
査
察
結
果
を

利
用
す
る
バ
イ
ヤ
ー
が
増
加
し
、
そ
の

結
果
、
企
業
の
査
察
対
応
コ
ス
ト
が
低

減
し
た
。
第
三
に
政
労
使
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、

バ
イ
ヤ
ー
の
利
害
調
整
チ
ャ
ネ
ル
が
複

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
急
激
に
企

業
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
現

実
的
で
漸
進
的
な
労
働
条
件
の
向
上
が

可
能
と
な
っ
た
。
第
四
に
、
理
論
的
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
⑵
②
ケ
ー
ス
三
で
み

た
と
お
り
、
生
産
性
の
向
上
は
、
労
働

条
件
の
向
上
に
よ
っ
て
自
動
的
に
も
た

ら
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
労

働
条
件
の
向
上
と
い
う
コ
ス
ト
増
に
直

面
し
た
企
業
が
、
ど
れ
だ
け
生
産
性
向

上
に
向
け
努
力
で
き
る
か
は
経
営
者
や

労
働
者
の
質
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き

く
、
途
上
国
で
は
生
産
性
向
上
の
余
地

が
限
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
の
点
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
企
業
の
ほ
と
ん
ど

が
外
資
系
企
業
で
あ
る
た
め
、
能
力
や

資
金
面
で
、
労
働
条
件
の
向
上
に
よ
る

コ
ス
ト
増
に
対
応
す
る
能
力
が
高
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
生
産
性
向

上
に
資
す
る
訓
練
機
関
が
複
数
存
在
し

て
お
り
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
が
、w

in-w
in-w

in

モ
デ
ル
の
実
現
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究

課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
条
件
向

上
が
も
た
ら
す
正
の
影
響
を
最
大
限
享

受
す
る
に
は
、
負
の
影
響
を
最
小
化
す

る
べ
き
な
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
実
際

の
政
策
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点

に
ど
れ
だ
け
目
配
り
で
き
る
か
が
鍵
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
あ
す
や
ま　

よ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

貧
困
削
減
・
社
会
開
発
研
究
グ

ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴
こ
の
考
え
方
は
、
経
済
学
で
い
う
補

償
賃
金
（Com

pensating W
age 

D
iff erentials

）
仮
説
に
基
づ
い
て

い
る
。
同
仮
説
の
詳
細
は
、
参
考
文
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献
⑨
の
第
八
章
な
ど
を
参
照
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